
岩手県生協連　第5８期通常総会報告
～ 協同・助け合いの輪を広げて誰もが健康で安心して暮らせる地域づくりを
すすめ、平和と人権、持続可能な地球環境や安全・安心な食・食料を守ろう ～

■会員生協トピックス
・岩手大学生協
・大船渡市役所職員生協

■岩手県生協連トピックス
・｢アルプス処理水海洋放出反対署名」
第３次提出実施

・劇場版「荒野に希望の灯をともす」上映会報告
・フードテック学習会、岩手県消費者大会開催の
お知らせ

戦争させない政治と核兵器廃絶を求めて
～憲法を守り・生かし、日本の核禁条約署名・批准を求める取り組み～

第５８期通常総会は、全議案を満場一致で採択

憲法が持つ力をあらためて確認した「憲法集会inいわて」
「新しい戦前の中で平和を考える」
金平茂紀さんリレー講演会開催

“武力で平和は守れない”
中村哲さん映画上映を推進

岩手の生協 VOL.62 2023.8
岩手県生活協同組合連合会
〒020-0690　岩手県滝沢市土沢220-3
019-684-2225／ 019-684-2227

岩手の生協の今をお伝えする
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岩
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生
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第
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通
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総
会
を
開
催
し
ま
し
た

期
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　
〜
協
同・助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
、

　
〜
協
同・助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
、

　
　
　
　
　
　
平
和
と
人
権
、持
続
可
能
な
地
球
環
境
や
安
全・安
心
な
食・食
料
を
守
ろ
う
〜

　
　
　
　
　
　
平
和
と
人
権
、持
続
可
能
な
地
球
環
境
や
安
全・安
心
な
食・食
料
を
守
ろ
う
〜

　
６
月
22
日
、
第
58
期
（
２
０
２
3
年
度
）
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
第
９
次
中
期
計
画
の
３
年
目
と
し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
や
学
生
食
料
支
援
な
ど

人
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
や
、
平
和
・
憲
法
を
守
り
核
兵
器
廃
絶
や
ア
ル
プ
ス
処
理
水
海
洋
放
出
反
対
な
ど
の
運
動
を
す
す
め
た
「
２
０
２
２
年
度
事
業
・
決
算
報
告
」、

誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
や
、
平
和
や
人
権
、
環
境
・
地
域
社
会
・
食
や
食
料
な
ど
を
守
る
運
動
を
重
点
課
題
で
す
す
め
る
「
２
０
２
３
年
度

事
業
計
画
・
予
算
」
な
ど
、
５
つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
を
満
場
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

特 集

《
今
年
度
の
取
り
組
み
の
重
点
》

①
貧
困
・
格
差
の
実
態
を
知
る
学
習

や
相
互
扶
助
の
取
り
組
み
の
発
展
②
平

和
な
社
会
は
戦
争
や
軍
拡
で
は
つ
く
れ

な
い
こ
と
、
原
発
に
頼
ら
な
い
持
続
可

能
な
環
境
に
し
て
い
く
た
め
の
学
習
と

運
動
③
食
料
や
農
林
漁
業
を
守
り
食
品

表
示
な
ど
消
費
者
の
選
択
の
権
利
を
守

る
学
習
の
強
化
④
社
会
保
障
の
あ
り

方
、
税
金
の
使
わ
れ
方
へ
の
関
心
を
高

め
る
運
動
。

《
当
日
発
言
（
要
旨
）》

若
い
世
代
の
支
援
と
参
画
を
県
連
と
強
化

い
わ
て
生
協　

小
山
田
緑
代
議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
の
組
合
員
の
声
を
受

け
、
ほ
ぼ
全
店
舗
で
フ
ル
セ
ル
フ
レ

ジ
を
導
入
。
43
％
の
利
用
を
い
た
だ

い
た
。
宅
配
事
業
は
、
店
舗
で
商
品

を
受
け
取
れ
る
コ
ー
プ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
仙
北
、
一
関
で
開
設
。
コ
ー
プ

共
済
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
約
１
．
６

倍
の
支
払
件
数
で
お
役
立
ち
と
な
っ

て
い
る
。
環
境
活
動
で
は
事
業
で
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
比

で
67
％
削
減
の
ほ
か
、
食
品
ト
レ
イ
・

紙
パ
ッ
ク
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
リ
サ
イ

ク
ル
や
レ
ジ
袋
利
用
節
約
等
に
取
り

組
み
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た

生
活
困
窮
者
・
子
ど
も
食
堂
等
支
援
と

し
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組
み
、

寄
せ
ら
れ
た
商
品
、
贈
呈
先
共
に
昨

年
度
よ
り
増
加
し
た
。

　

特
に
若
い
世
代
・
子
育
て
層
へ
の
働

き
か
け
強
化
を
目
標
に
、
昨
年
度
か
ら

「
き
ら
き
ら
応
援
隊
」
を
ス
タ
ー
ト
。

地
域
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
へ
出
向
い

て
生
協
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
お
知
ら
せ

し
、
コ
ー
プ
の
離
乳
食
・
幼
児
食
で
あ

る
「
コ
ー
プ
き
ら
き
ら
ス
テ
ッ
プ
・
き

ら
き
ら
キ
ッ
ズ
」
等
を
配
布
。「
気
に

な
っ
て
た
商
品
を
試
せ
て
う
れ
し
い
」

「
子
ど
も
向
け
だ
け
ど
大
人
で
も
お
い

し
い
」
等
の
声
を
い
た
だ
き
、
大
変

好
評
。「
ハ
ピ
マ
マ
コ
ー
プ
」
も
各
地

で
開
催
し
、
親
子
９
７
０
組
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　

今
年
度
は
第
10
次
中
期
計
画
最
終
年

度
。
年
度
初
め
に
ベ
ル
フ
向
中
野
が

オ
ー
プ
ン
し
、
低
め
の
商
品
棚
や
子
育

て
商
品
を
１
か
所
に
集
め
る
等
、工
夫
。

敷
地
内
に
「
無
印
良
品
」
の
店
舗
も

オ
ー
プ
ン
し
話
題
を
集
め
た
。

　

宅
配
で
は
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
値
引
き

を
12
歳
ま
で
延
長
、
夕
食
宅
配
は
10
周

年
記
念
企
画
を
開
催
す
る
。ま
た
、ピ
ー

ス
ア
ク
シ
ョ
ン
in
オ
キ
ナ
ワ
・
ヒ
ロ
シ

マ
に
４
年
ぶ
り
に
代
表
派
遣
す
る
等
、

平
和
へ
の
取
り
組
み
も
強
化
す
る
。

　

県
内
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
加

え
、
出
生
数
も
急
激
に
減
少
。
県
連
と

も
協
力
し
、
若
い
世
代
へ
の
支
援
や
活

動
へ
の
参
加
呼
び
か
け
等
、
働
き
か
け

を
更
に
強
め
て
い
き
た
い
。
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自
給
率
向
上
や
脱
原
発
等
の
取
り
組
み

生
活
ク
ラ
ブ
生
協　

四
戸
美
恵
代
議
員

国
内
自
給
率
向
上
、
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

一
関
管
内
で
栽
培
し
た
大
豆
を
使
い
、

自
前
工
場
で
製
造
し
た
豆
腐
利
用
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
大
豆
は
播は

種し
ゅ

前
契
約

を
行
い
、
無
駄
な
く
食
べ
き
る
利
用
結

集
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
度
は
、
大
豆

栽
培
に
つ
い
て
学
習
。
収
穫
前
の
圃
場

周
辺
雑
草
が
作
業
の
妨
げ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、「
援
農
」「
生
産
す
る

消
費
者
運
動
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
生
産

者
と
組
合
員
で
草
刈
作
業
を
行
っ
た
。

　
「
脱
原
発
」「
脱
炭
素
」
を
掲
げ
、
生

活
ク
ラ
ブ
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
と

供
給
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
全
国
に
発

電
所
が
あ
り
、
岩
手
に
は
「
一
関
市

民
な
の
は
な
ソ
ー
ラ
ー
２
号
発
電
所
」

が
あ
る
。「
生
活
ク
ラ
ブ
で
ん
き
」
と

し
て
供
給
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

１
０
０
％
の
電
気
供
給
を
目
指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、昨
年
度
は
「
35
周
年
ま
つ
り
」

を
開
催
。
生
産
者
と
の
交
流
会
、
三
陸

提
携
生
産
者
の
物
販
、
組
合
員
活
動
や

個
人
の
趣
味
発
表
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

大
勢
の
組
合
員
参
加
で
盛
り
上
が
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
組
合
員
活
動
が
弱
く

な
っ
た
の
で
、
会
っ
て
、
話
し
て
、
共

感
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
取
り
組
ん
で

い
く
。

班
や
健
康
活
動
の
大
切
さ
に
つ
い
て

盛
岡
医
療
生
協　

佐
々
木
徳
司
代
議
員

４
月
に
尾
形
文
智
前
理
事
長
が
急

逝
。
動
揺
し
た
が
、
悲
し
み
を
乗
り
越

え
、
医
療
、
福
祉
を
維
持
・
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
こ
そ
供
養
に
な
る
と
切
り

替
え
、
活
動
を
邁
進
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
、
黙
っ
て

家
に
い
れ
ば
フ
レ
イ
ル
が
心
配
。
少
人

数
の
集
ま
り
な
ら
、
と
休
む
こ
と
な
く

活
動
。「
班
が
あ
っ
た
か
ら
医
療
生
協

と
し
て
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
」と
、

参
加
者
は
前
年
度
比
２
４
６
％
、
の
べ

７
，
３
０
０
人
に
な
っ
た
。

　

今
年
度
方
針
は
、
Ｔ
・
Ｔ
・
Ｆ
（
楽
し

く
、
つ
な
が
り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
）
に

取
り
組
み
、
班
活
動
、
地
域
訪
問
で
新

た
な
つ
な
が
り
づ
く
り
を
進
め
、
共
感

を
広
げ
、
誰
も
が
健
康
で
居
心
地
よ
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
。
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
が
「
健
康
チ
ャ
レ
ン

ジ
」。
大
阪
は
府
生
協
連
全
体
で
取
り

組
ん
で
お
り
、
集
約
数
は
当
生
協
の
10

倍
。
岩
手
で
も
生
協
連
全
体
で
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。
目
的
は
決
し
て
集
約
数

向
上
で
は
な
く
、
多
く
の
県
民
が
健
康

で
長
生
き
す
る
こ
と
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

も
一
新
し
、
二
次
元
コ
ー
ド
で
申
込
・

報
告
が
で
き
た
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
項
目

説
明
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
各
生
協
と
の
連
携
を
深
め
る

た
め
に
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
お
手
伝
い

も
し
た
い
。

被
災
地
上
映
会
や
上
映
者
育
成
等
に
つ
い
て

み
や
こ
映
画
生
協　

櫛
桁
一
則
代
議
員

　

劇
場
版
「
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も

す
」
は
素
晴
ら
し
い
作
品
で
、
当
生
協

で
も
上
映
し
た
。
希
望
が
あ
れ
ば
、
県

内
ど
こ
で
も
上
映
に
行
く
。

　

昨
年
も
、
地
域
上
映
会
を
行
い
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
が
舞
台
の
「
ひ
ま
わ
り
」
等

を
上
映
。
東
日
本
大
震
災
以
降
行
っ
て

い
る
被
災
地
上
映
会
も
77
回
開
催
。

２
，５
６
３
人
の
方
に
映
画
を
届
け
、
累

計
で
は
１
，１
２
６
回
４
２
，４
８
３
人

に
な
っ
た
。
地
域
で
の
上
映
会
サ
ポ
ー

ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
、
上
映

者
育
成
の
芽
も
出
て
き
た
。

　

昨
年
は
「
す
ず
め
の
戸
締
り
」「
ス

ラ
ム
ダ
ン
ク
」「
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
等
メ

ガ
ヒ
ッ
ト
作
品
に
恵
ま
れ
、
経
営
的
に

よ
か
っ
た
が
、
ヒ
ッ
ト
作
以
外
に
も
素

晴
ら
し
い
映
画
が
多
く
あ
る
。
当
生
協

は
、
自
由
と
多
様
性
を
大
切
に
し
て
お

り
、
イ
タ
リ
ア
・
ユ
ニ
セ
フ
共
同
制
作

の
「
丘
の
上
の
本
屋
さ
ん
」
等
、
商
業

的
に
は
難
し
い
作
品
も
地
域
に
届
け
て

い
き
た
い
。
１
０
０
年
前
に
起
き
た
関

東
大
震
災
を
題
材
に
し
た
映
画
や
、
い

わ
て
生
協
宮
古
コ
ー
プ
と
共
催
で
平
和

ア
ニ
メ
の
上
映
も
行
っ
て
い
く
。

貧
困
対
策
の
取
り
組
み
継
続
強
化
希
望

消
費
者
信
用
生
協　

八
重
畑
努
代
議
員

　

ロ
ー
ン
返
済
等
家
計
改
善
や
相
続
関

連
等
お
金
に
か
か
わ
る
相
談
事
業
と
、

ロ
ー
ン
の
借
り
換
え
や
何
か
し
ら
の
理

由
で
金
融
機
関
審
査
が
通
ら
な
か
っ
た

方
向
け
に
、
自
治
体
提
携
貸
付
制
度
を

活
用
し
貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
約
１
，
４
０
０
件
の
相
談

の
う
ち
、
家
計
関
連
は
約
９
割
。
コ
ロ

ナ
禍
影
響
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
が
、
物

価
高
騰
は
多
く
の
消
費
者
の
家
計
を
直

撃
し
借
金
返
済
が
で
き
な
い
、
ま
た
は
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生
活
費
不
足
の
相
談
が
増
加
。中
で
も
、

学
生
を
抱
え
た
家
庭
の
相
談
が
多
数
を

占
め
る
。
そ
の
中
で
、
県
生
協
連
で
運

営
協
力
し
た
学
生
支
援
や
、
会
員
生
協

に
よ
る
子
ど
も
食
堂
支
援
の
取
り
組
み

は
、
多
く
の
学
生
や
そ
の
家
族
に
と
っ

て
、
経
済
的
・
精
神
的
に
大
き
な
支
え

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
も
、
物
価
高
や
会
社
倒
産
件

数
増
加
等
を
理
由
に
、
経
済
的
支
援
が

必
要
な
家
庭
が
増
え
る
と
考
え
る
。

　

引
き
続
き
、
貧
困
対
策
の
取
り
組
み

は
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
当
生
協

に
お
い
て
も
、
相
談
解
決
な
ら
び
に
貧

困
格
差
の
解
消
、
ま
た
自
殺
者
数
減
少

に
微
力
だ
が
貢
献
し
て
い
く
。
お
金
の

悩
み
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
や
、
定
期
的
な
相

談
会
を
行
っ
て
い
る
。
お
困
り
の
方
が

い
た
ら
お
声
が
け
い
た
だ
き
た
い
。

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
や
社
会
貢
献
に
つ
い
て

岩
手
労
済
生
協　

中
川
博
喜
代
議
員

　

マ
イ
カ
ー
共
済
見
積
も
り
１
件
に
つ

き
横
断
旗
１
本
寄
贈
す
る
取
り
組
み
を

実
施
。
昨
年
は
10
の
小
学
校
に
５
０
０

本
、
11
の
自
治
体
に
２
，
８
５
０
本
、

い
わ
て
生
協
と
の
連
携
で
は
、
盛
岡
市

山
岸
小
学
校
に
１
０
０
本
寄
贈
し
た
。

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
ク
ル
い
わ
て

と
共
催
し
、
子
ど
も
食
堂
や
リ
ン
ゴ
狩

り
を
行
い
、
親
子
23
人
が
参
加
。
学
童

ク
ラ
ブ
と
防
災
体
験
学
習
も
行
っ
た
。

　

新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
公
式
ア

プ
リ
も
開
始
。
利
便
性
向
上
や
組
合
員

と
の
関
係
性
も
強
め
て
い
く
。

組
合
員
と
顔
の
見
え
る
関
係
を
取
り
戻
す

岩
手
学
校
生
協　

高
橋
靖
浩
代
議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
校
制
限
が
続
く

中
、
学
校
現
場
は
ほ
ぼ
通
常
に
戻
り
、

組
合
員
で
あ
る
教
職
員
は
多
忙
に
。
そ

う
し
た
中「
組
合
員
へ
の
く
ら
し
提
案
」

と
し
て
、
新
採
用
教
職
員
へ
の
加
入
案

内
や
、
新
た
に
共
同
購
入
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ

登
録
を
申
し
込
ん
だ
組
合
員
に
商
品
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
試
食
品
の
お
届

け
、
定
期
退
職
予
定
者
へ
の
退
職
後
の

く
ら
し
提
案
な
ど
、
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取

り
な
が
ら
事
業
を
推
進
し
た
。

　

今
年
度
も
、「
く
ら
し
提
案
」
を
合

言
葉
に
事
業
推
進
し
、「
多
忙
で
チ
ラ

シ
を
見
る
時
間
が
な
い
」「
注
文
し
た

か
っ
た
が
時
間
が
な
い
」
等
の
声
に
ど

の
よ
う
に
相
対
し
て
時
間
を
つ
く
る

か
、
顔
の
見
え
る
学
校
生
協
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
工
夫
し
て
取
り
組
む
。
今
年

県
内
23
か
所
で
開
催
し
た
地
区
総
代
会

で
は
、
出
席
校
が
80
％
台
に
戻
り
、
学

校
生
協
の
状
況
や
運
営
へ
の
関
心
、
思

い
が
感
じ
ら
れ
た
。

保
障
サ
ポ
ー
ト・生
産
者
交
流
に
つ
い
て

岩
手
大
学
生
協　

塚
原
英
明
代
議
員

　

住
ま
い
探
し
や
先
輩
学
生
が
対
応
す

る
新
入
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
等
、
学
生
生
活
を
支
え
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
新
入
生
に
は
、
店

舗
が
あ
る
こ
と
や
コ
ー
プ
共
済
へ
の
連

携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
い

わ
て
生
協
へ
の
加
入
も
案
内
。
10
代
の

加
入
者
が
増
え
て
い
る
。

　

一
方
、
卒
業
予
定
者
へ
は
「
は
ば
た

け
フ
ェ
ア
」
を
実
施
。
卒
業
式
の
袴
の

レ
ン
タ
ル
、
卒
業
旅
行
、
引
越
等
の
提

案
と
合
わ
せ
、
学
生
相
互
共
済
は
卒
業

後
保
障
が
切
れ
て
し
ま
い
、
も
し
も
の

保
障
が
大
切
な
事
を
伝
え
、
い
わ
て
生

協
の
協
力
の
も
と
、
コ
ー
プ
共
済
た
す

け
あ
い
新
社
会
人
コ
ー
ス
を
紹
介
。
今

春
は
昨
年
の
倍
の
２
６
６
人
が
加
入
し

た
。今
後
は
過
半
数
の
加
入
を
め
ざ
し
、

社
会
人
に
な
っ
て
も
保
障
が
切
れ
な
い

取
り
組
み
を
強
め
た
い
。

　

産
地
連
携
の
取
り
組
み
で
は
、
学
生

食
堂
で
扱
う
米
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
農
産

物
の
産
地
を
訪
れ
、
農
業
体
験
や
生
産

者
と
交
流
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い

た
が
今
春
復
活
し
、
20
名
が
田
植
え
体

験
と
生
産
者
と
の
意
見
交
換
を
実
施
。

今
後
も
稲
刈
り
等
で
交
流
し
て
い
く
。

　

学
生
の
多
く
は
、
大
学
で
生
協
の
存

在
を
知
る
。
地
域
生
協
や
生
産
者
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
今
後
も
協
同
組

合
間
連
携
を
強
め
、
協
同
に
共
感
し
参

加
賛
同
す
る
学
生
を
広
げ
た
い
。

《
当
日
発
言
へ
の
理
事
会
か
ら
の
答
弁
》

吉
田
敏
恵
専
務
理
事

　

発
言
が
提
案
へ
の
賛
成
意
見
だ
っ
た

た
め
個
別
回
答
は
し
な
い
が
、
発
言
に

通
底
す
る
の
は
、
今
の
ま
ま
で
は
事
業

維
持
で
き
な
い
と
い
う
危
機
意
識
。
組

合
員
の
中
心
で
あ
る
60
代
・
70
代
の
組

合
員
が
こ
の
先
利
用
者
で
は
な
く
な

り
、
運
営
参
加
す
る
人
も
固
定
化
し
た

ま
ま
で
は
存
続
で
き
な
く
な
る
。
若
い

世
代
の
参
加
・
利
用
を
広
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県
生
協
連
も
若
い
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●
憲
法
が
持
つ
力
を
確
認
し
、自
立
し
た

市
民
を
め
ざ
そ
う
！
５・３
憲
法
集
会

　

岩
手
県
生
協
連
、
岩
手
県
消
団
連

も
幹
事
団
体
を
務
め
る
「
９
条
改
憲

N
O
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
岩
手

の
会
」（
賛
同
１
３
０
団
体
）
で
は
、

学
習
会
や
宣
伝
行
動
、
月
一
回
の
ア

ピ
ー
ル
行
進
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
３
日
は
、「
５
・
３
憲
法
集
会
㏌

い
わ
て
」
を
開
催
。
W
E
B
視
聴
合
わ

せ
２
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
奥
州
市
出
身
で
日
弁
連
前

副
会
長
の
吉
田
瑞
彦
弁
護
士
が
、「
憲

法
が
持
つ
力
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。

吉
田
氏
は
、
あ
ら
た
め
て
憲
法
条
文
、

特
に
前
文
や
憲
法
の
持
つ
価
値
観
を

見
直
す
と
、
全
然
廃
れ
て
お
ら
ず
力

を
持
っ
て
い
る
、
と
説
明
。
戦
後
日

本
が
戦
争
せ
ず
戦
死
者
も
い
な
い
の

は
憲
法
の
お
か
げ
で
、「
９
条
を
ま
も

る
た
め
に
は
国
民
の
不
断
の
努
力
が

必
要
。
権
力
に
忖
度
し
な
い
『
自
立

し
た
市
民
』
を
め
ざ
し
、
学
び
、
行
動

戦
争
さ
せ
な
い
政
治
と
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
て

戦
争
さ
せ
な
い
政
治
と
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
て

〜
憲
法
を
守
り
・
生
か
し
、
日
本
の
核
禁
条
約
署
名
・
批
准
を
求
め
る
取
り
組
み
〜

〜
憲
法
を
守
り
・
生
か
し
、
日
本
の
核
禁
条
約
署
名
・
批
准
を
求
め
る
取
り
組
み
〜

し
て
社
会
に
関
わ
ろ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
国
民
の
不
断
の

努
力
で
現
憲
法
を
具
体
化
す
る
責
務
が

あ
る
事
を
再
認
識
」「
私
た
ち
は
ま
だ

憲
法
の
価
値
を
実
現
し
て
い
な
い
、
と

い
う
吉
田
氏
の
言
葉
が
心
に
響
い
た
」

「
自
立
し
た
市
民
は
戦
争
さ
せ
な
い
、

他
者
他
国
へ
の
想
像
力
を
豊
か
に
す

る
、
と
い
う
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
戦
争

す
る
国
づ
く
り
に
反
対
す
る
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
達
増
知
事
、
矢
巾
町
長
、

大
槌
町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
各
政
党

か
ら
挨
拶
を
頂
き
、
会
場
周
辺
で
ピ
ー

ス
パ
レ
ー
ド
も
実
施
し
ま
し
た
。

見逃し配信はhttps://youtube/312ydF_z9tE

世
代
の
運
営
・
参
加
を
意
識
し
、
中
で

も
一
番
若
い
世
代
を
抱
え
る
大
学
生
協

と
の
連
携
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
。

　

ま
た
、
生
協
間
コ
ラ
ボ
で
加
入
が
増

え
た
等
成
果
報
告
が
あ
り
、
生
協
同
士

を
つ
な
げ
る
こ
と
も
意
識
し
て
い
き
た

い
。
先
日
、
生
協
間
で
交
流
を
行
っ
た

と
こ
ろ
刺
激
を
受
け
、
活
動
の
ヒ
ン

ト
も
出
て
盛
り
上
が
っ
た
と
聞
い
た
。

も
っ
と
横
の
つ
な
が
り
を
す
す
め
、
参

加
層
の
広
が
り
や
事
業
の
活
性
化
に
役

立
つ
よ
う
県
生
協
連
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

会
長
理
事
は
飯
塚
明
彦
氏
が
重
任

　

総
会
後
に
第
１
回
理
事
会
を
開
催
し
、
飯
塚

明
彦
い
わ
て
生
協
理
事
長
が
会
長
理
事
に
重
任

し
ま
し
た
。

●「
新
し
い
戦
前
」の
中
で
平
和
を
考
え
る

　
金
平
茂
紀
さ
ん
講
演
会
開
催

　

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
岩
手
の
会
で
は
、

７
月
23
日
に
大
船
渡
、
24
日
盛
岡
で
計

１
３
２
人
の
参
加
で
リ
レ
ー
講
演
会
を

開
催
。
元
Ｔ
Ｂ
Ｓ「
報
道
特
集
」ニ
ュ
ー

ス
キ
ャ
ス
タ
ー
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
金
平
茂
紀
さ
ん
を
お
呼
び
し
、「
い

ま
『
新
し
い
戦
前
』
の
な
か
で
平
和
を

考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
世
界
各
国

を
周
っ
て
み
て
き
た
こ
と
や
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
や
安
倍
元
首
相
殺
害
事
件
の

こ
と
、
坂
本
龍
一
さ
ん
や
忌
野
清
志
郎

さ
ん
ら
は
お
か
し
い
と
思
う
こ
と
を
素

5



に
懇
談
を
要
請
。
５
月
28
日
に
、
横
澤

高
徳
参
議
院
議
員
、
６
月
４
日
に
階
猛

衆
議
院
議
員
と
懇
談
を
し
ま
し
た
。

　

幹
事
団
体
や
、
こ
の
間
署
名
を
多
く

集
め
た
い
わ
て
生
協
も
参
加
。
署
名
と

と
も
に
集
め
た
「
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
渡
し
、「
核
武
装
論
が
強
く
な
る
中
、

軍
備
増
強
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
だ
け

で
日
本
を
危
険
に
さ
ら
す
愚
か
な
行

為
。
核
廃
絶
が
進
む
よ
う
一
層
力
を
尽

く
し
て
欲
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

横
澤
議
員
は
、
日
本
は
批
准
す
べ
き

と
い
う
署
名
に
す
で
に
賛
同
し
て
お

り
、
さ
ら
に
地
元
矢
巾
町
で
こ
の
署
名

を
１
０
０
筆
集
め
る
等
協
力
的
な
議
員

で
す
。「
国
の
リ
ー
ダ
ー
が
常
に
冷
静

な
人
と
は
限
ら
ず
、
核
兵
器
が
あ
る
限

り
使
わ
れ
る
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
。
だ

か
ら
核
廃
絶
し
か
な
い
。
し
か
し
国
会

で
は
核
武
装
を
す
べ
き
と
ヤ
ジ
を
飛
ば

す
議
員
が
い
る
等
廃
絶
に
一
切
動
こ
う

と
し
な
い
。
皆
さ
ん
の
切
実
な
声
を
届

け
る
た
め
今
後
も
頑
張
り
た
い
」
と
答

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

階
議
員
は
、
以
前
は
核
抑
止
力
の
考

え
も
一
理
あ
る
と
の
認
識
で
し
た
が
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
考
え
が

変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。「
ロ
シ
ア
は
核

兵
器
が
あ
る
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
攻
め

込
ん
だ
。
も
し
核
兵
器
を
持
っ
て
い
な

け
れ
ば
ロ
シ
ア
は
各
国
か
ら
反
撃
に
あ

い
、
戦
争
を
止
め
ざ
る
を
得
な
い
。
核

兵
器
を
持
つ
こ
と
が
戦
争
を
起
こ
さ
せ

長
引
か
せ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

の
教
訓
は
、
核
兵
器
は
戦
争
抑
止
に
全

く
な
ら
ず
威
嚇
に
使
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

Ｇ
７
の
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
も
、「
抑
止

力
な
ら
核
兵
器
を
持
っ
て
い
い
と
認
め

て
い
る
こ
と
が
問
題
」
と
指
摘
。
武
器

輸
出
三
原
則
に
続
き
、
今
度
は
非
核
三

原
則
さ
え
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
、
と
も
。

　

ま
た
、
政
府
は
日
米
安
保
条
約
が
あ

る
か
ら
核
禁
条
約
に
は
入
れ
な
い
と
言

う
が
、
そ
こ
か
ら
一
歩
も
進
ま
な
い
の

は
お
か
し
い
と
い
う
意
見
に
対
し
て

は
、「
ド
イ
ツ
は
、
核
の
傘
に
い
て
も

核
禁
条
約
締
約
国
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
し
て
い
る
。
日
本
だ
っ
て
で

き
る
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
安
保
が

あ
る
か
ら
と
言
っ
て
ア
メ
リ
カ
だ
け
に

極
端
に
追
従
し
て
い
て
は
だ
め
」
と
述

べ
、
ど
の
国
と
も
懐
疑
的
に
付
き
合
う

こ
と
が
こ
の
難
し
い
世
界
情
勢
の
中
で

は
大
切
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

「広島Ｇ７の声明は誠に残念」と横澤議員
（写真右）。

階議員（写真中央）は、「核兵器は抑止力ではなく威嚇力」。

９
月
24
日（
日
）
10
時
〜
12
時

盛
岡
市
岩
手
教
育
会
館
多
目
的

ホ
ー
ル

ゲ
ス
ト
／
林
田
光
弘
さ
ん

（
長
崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ

ン
タ
ー
特
任
研
究
員
。
元
ヒ
バ
ク

シ
ャ
国
際
署
名
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

リ
ー
ダ
ー
）

◇
記
念
講
演
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
実
施
。ラ
イ
ブ
配
信
も
予
定
。

　

参
加
締
切
：
９
月
15
日

核
禁
条
約
批
准
を
求
め
る
岩
手
の
会

核
禁
条
約
批
准
を
求
め
る
岩
手
の
会

結
成
２
周
年
集
会

結
成
２
周
年
集
会

《
お
知
ら
せ
》

〜
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
〜

直
に
お
か
し
い
と
訴
え
て
き
た
と
紹

介
。
言
論
や
表
現
の
自
由
が
奪
わ
れ
始

め
、
差
別
や
監
視
が
強
ま
り
、
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
等
、
今
の
日
本
が
こ

れ
ま
で
の
戦
前
と
同
じ
状
況
に
あ
る
こ

と
を
訴
え
ま
し
た
。

　

一
般
市
民
の
ほ
か
、
大
学
生
も
参

加
。「
メ
デ
ィ
ア
か
ら
正
し
い
こ
と
が

流
さ
れ
て
い
な
い
。
情
報
を
鵜
吞
み
に

せ
ず
、
自
分
の
意
見
を
持
つ
よ
う
心
が

け
た
い
」「
音
楽
ひ
と
つ
と
っ
て
も
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
認
識
。
今
は
同
調
圧
力
で
言

え
な
い
空
気
感
が
強
い
が
、
平
和
や
戦

争
に
つ
い
て
、
自
分
で
考
え
行
動
で
き

る
大
人
に
な
り
た
い
」
等
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

●
核
兵
器
廃
絶
に
つ
い
て

　
県
選
出
国
会
議
員
と
懇
談

　

岩
手
県
生
協
連
も
幹
事
団
体
を
務
め

る
「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

批
准
を
求
め
る
岩
手
の
会
」（
賛
同
61

団
体
）
で
は
、
こ
の
１
年
半
で
集
め
た

署
名
５
万
２
千
筆
の
思
い
を
県
選
出
国

会
議
員
に
届
け
よ
う
と
、
６
名
の
議
員

見逃し配信

⇒

https://www.youtube.com/
watch?v=zuS-2Wb3mBA

参
加
無
料
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大
船
渡
市
役
所
生
協
は
、
大

船
渡
市
役
所
内
に
あ
る
組
合
員

４
７
０
名
、
職
員
３
名
の
小
さ
な

職
域
生
協
で
す
。

　

昨
年
同
様
、
イ
ベ
ン
ト
減
等
の

売
上
減
少
に
伴
い
、
売
店
に
足
を

運
ん
で
も
ら
う
為
に
何
を
す
れ
ば

い
い
か
を
考
え
、
一
人
で
も
多
く

の
組
合
員
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、店
舗
で
の
物
販
販
売
の
情

報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
を
し
ま
し
た
。

　

店
舗
面
積
も
小
さ
い
た
め
通
路

に
面
し
た
ワ
ゴ
ン
に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
作

成
し
、
日
替
わ
り
で
地
元
業
者
様

か
ら
仕
入
れ
た
、
お
弁
当
、
焼
き

た
て
パ
ン
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、手
作
り
お
菓
子
を

並
べ
販
売
し
て
お
り
、好
評
で
す
。

　

ま
た
、
当
店
職
員
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

や
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ミ
ニ
う
ち
わ
も

販
売
開
始
し
、
大
船
渡
市
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
、
お
お
ふ
な
ト
ン
が
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た

デ
ザ
イ
ン
も
大
人
気
で
す
。

　

今
年
は
、
商
品
注
文
チ
ラ
シ
に

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
フ
ォ
ー

ム
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
、

チ
ラ
シ
の
回
覧
で
人
に
見
ら
れ
る

こ
と
な
く
注
文
で
き
る
よ
う
に
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
い
つ
も
注
文
し

な
い
方
の
注
文
も
あ
り
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
組
合
員
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
店
づ
く
り
は
、
色
々

な
と
こ
ろ
で
で
き
る
の
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な

企
画
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。

大
船
渡
市
役
所
職
員
生
活
協
同
組
合

大
船
渡
市
役
所
職
員
生
活
協
同
組
合

岩
手
大
学
生
活
協
同
組
合

岩
手
大
学
生
活
協
同
組
合

2022年度実績　組合員数488人
　　　　　　　　 事業高38,700千円

　

岩
手
大
学
生
協
で
は
「
組
合
員

が
安
全
で
安
心
し
た
学
生
生
活
を

送
る
た
め
」
に
、
学
生
委
員
会
が

中
心
に
な
っ
て
様
々
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
季
期
間
に

は
水
道
管
凍
結
防
止
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発

信
等
を
実
施
。
自
転
車
点
検
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
４
年
ぶ
り
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

学
生
の
約
７
割
が
実
家
を
離
れ

て
ア
パ
ー
ト
・
下
宿
か
ら
通
学
し

て
お
り
、
自
転
車
使
用
は
74
％
を

占
め
て
い
ま
す
（
学
生
生
活
実
態

調
査
よ
り
）。
コ
ー
プ
学
生
総
合

共
済
で
み
る
と
、
２
０
２
１
年
度

の
給
付
２
４
３
件
の
う
ち
21
件
が
、

通
学
中
や
移
動
中
な
ど
の
自
転
車

に
関
わ
る
事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
委
員
会
で
は
、
自
転
車
点

検
で
組
合
員
が
安
心
し
て
自
転
車

利
用
で
き
る
状
態
に
な
る
こ
と
、

そ
し
て
点
検
を
申
し
込
ん
だ
学
生

に
共
済
の
加
入
状
況
を
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
で
、
学
生
自
身
が
ど
ん

な
保
障
に
入
っ
て
い
る
か
改
め
て

確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に

し
ま
し
た
。
点
検
は
近
隣
の
自
転

車
店
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
企
画
実
施
で
苦
労

し
ま
し
た
が
、
２
日
間
で
１
４
９

人
の
自
転
車
を
点
検
。
学
生
か
ら

は
「
前
輪
に
ひ
び
が
入
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
驚
い
た
」「
無
料
点
検
し

て
も
ら
え
助
か
っ
た
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、点
検
し
た
自
転
車
の
45
％
、

68
台
が
「
修
理
が
必
要
」
と
診
断

さ
れ
ま
し
た
が
、
１
か
月
後
に
自

転
車
店
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
修

理
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
は
９
台
に

留
ま
っ
て
お
り
、
呼
び
か
け
方
が

次
の
課
題
で
す
。

2022年度実績　組合員数6,623人
　　　　　　　　 事業高980,647千円

Instagram

Twitter
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■
劇
場
版
「
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
」

上
映
会
報
告

　

劇
場
版
「
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も

す
」
を
す
す
め
る
岩
手
の
会
（
事
務
局
：

岩
手
県
生
協
連
・
岩
手
県
消
団
連
ほ
か

11
団
体
）
で
は
、
６
月
18
日
に
盛
岡
で

上
映
会
を
開
催
。
３
回
上
映
計
８
５
６

人
の
方
に
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上

映
後
の
谷
津
賢
二
監
督
の
ト
ー
ク
と
サ

イ
ン
会
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
１
日
に
は
花
巻
市
東
和

で
上
映
。
２
回
上
映
で
３
２
０
人
が
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
凶
弾
に
倒
れ

た
中
村
哲
さ
ん
の
35
年
の
軌
跡
を
描

く
こ
の
映
画
を
観
た
参
加
者
か
ら
は
、

「
戦
争
で
は
国
同
士
の
争
い
は
解
決

し
な
い
。
武
力
で
平
和
は
守
れ
な
い

こ
と
を
再
確
認
」「
自
然
と
の
共
生
に

よ
っ
て
人
々
の
幸
福
が
も
た
ら
さ
れ

る
、
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
。
私
た

ち
は
自
然
の
恵
み
を
享
受
さ
れ
て
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
」「
水
路
に
よ
っ
て
砂
漠
が
緑

の
大
地
に
変
わ
る
光
景
に
感
動
。
映

像
や
中
村
さ
ん
の
言
葉
に
マ
ス
ク
越

し
に
涙
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

上
映
会
の
開
催
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
な
ど
、
よ
か
っ
た
声
が
多

数
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

岩
手
の
会
で
は
、
今
後
も
県
内
で
上

映
運
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

■
ア
ル
プ
ス
処
理
水
海
洋
放
出
反
対
署
名

　
第
３
次
提
出
を
実
施

　

岩
手
県
生
協
連
で
は
、
２
０
２
１
年

か
ら
「
ア
ル
プ
ス
処
理
水
海
洋
放
出
に

反
対
す
る
署
名
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。こ
の
署
名
の
呼
び
か
け
団
体
は
、

み
や
ぎ
生
協
・
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
、
宮

城
県
漁
協
、
宮
城
県
生
協
連
、
福
島
県

生
協
連
で
す
が
、
岩
手
も
被
災
県
で
あ

る
こ
と
や
、
海
洋
放
出
で
は
大
き
な
影

響
を
受
け
る
と
考
え
署
名
に
協
力
し
、

県
内
で
４
万
筆
を
集
め
ま
し
た
。

　

こ
の
署
名
の
趣
旨
は
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う

ア
ル
プ
ス
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
政
府

が
決
め
た
こ
と
に
反
対
し
、
豊
か
な
海

を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
関
係

者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
別
の
方
法
で

処
分
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

こ
の
間
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
約

25
万
４
千
筆
の
署
名
の
う
ち
、
第
３
次

分
を
７
月
７
日
に
経
産
省
、
東
京
電
力

に
提
出
。
岩
手
県
生
協
連
、
い
わ
て
生

協
も
要
請
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
署
名
事
務
局
は
解
散
し
ま
す

が
、放
出
反
対
運
動
を
継
続
し
な
が
ら
、

風
評
被
害
対
策
、
復
興
支
援
、
廃
炉
の

道
筋
を
明
確
に
し
て
国
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
場
の
設
定
等
、
政
府
や
東
京

電
力
に
要
求
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

岩
手
県
生
協
連
も
、
引
き
続
き
脱
原

発
や
海
洋
放
出
反
対
・
中
止
の
運
動
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

■「
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
は
未
来
食
な
の
か
？
」

　
〜
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
・
代
替
肉
・

　
　
昆
虫
食
を
考
え
る
〜

９
月
５
日
（
火
）　

10
時
〜
11
時
50
分

盛
岡
市
プ
ラ
ザ
お
で
っ
て

３
階
大
会
議
室

参
加
締
切
／
８
月
31
日

　

最
近
、
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

「
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
」。
い
ず
れ
も
こ
れ
ま

で
食
経
験
の
な
い
新
規
の
”食
品
“
で
、

そ
こ
に
は
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
し
な
い
大

き
な
問
題
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
天
笠

啓
祐
さ
ん
が
、
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
ま
す
。（
ラ
イ
ブ
配
信
も
予
定
）

■
２
０
２
３
年
岩
手
県
消
費
者
大
会

10
月
24
日
（
火
）
分
科
会
10
時
〜
11
時

45
分　

全
体
会
13
時
〜
15
時

盛
岡
市
ア
イ
ー
ナ
小
田
島
組
☆
ほ
〜
る

他
７
階
会
議
室
使
用

全
体
会
講
師
／
堤
未
果
さ
ん
（
国
際

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

参
加
締
切
／
10
月
17
日

上映後に谷津監督（中央）を囲んで記念撮影

３次分の３万３千筆を提出

《
お
知
ら
せ
》

〜
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
〜

参
加
無
料

講師／天笠啓祐さん
（科学ジャーナリスト）

岩手県生協連トピックス

岩手県生活協同組合連合会
■住所　〒020-0690 岩手県滝沢市土沢 220-3　■電話　019-684-2225　■ FAX　019-684-2227

URL　http://iwate.kenren-coop. jp/　E-mail　sn.ikenren@todock. coop
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